
2015年 2月 27日 総務常任委員会 新たな津波浸水予測についての追加報告 

＜出席委員：岡田委員長、中澤副委員長、千、中村、保坂、永田、松中の各委員＞ 

 

◎ 長崎 防災安全部次長  追加日程に御配慮いただきまして、ありがとうござ

います。 

 神奈川県による新たな津波浸水予測について、追加報告させていただきます。

本日、14 時に神奈川県による新たな津波浸水予測が公表され、概要についての

情報を入手いたしましたので、報告させていただきます。 

 お手元の表に記載のとおり、これまで国や神奈川県による各種地震、津波の想

定が公表されており、本市の地域防災計画や津波ハザードマップもこれらの情報

をもとに検討をしてきたところでございます。 

 こうした中、平成 25年 12月 19日に内閣府から新たな知見として首都直下の

マグニチュード７クラスの地震及び相模トラフ沿いのマグニチュード８クラス

の地震等の震源断層モデルと震度分布・津波高等に関する報告書が示されたこと

を受けまして、神奈川県の津波浸水想定検討部会において見直し作業が進められ

てまいりました。その結果、新たな津波浸水予測図が決定され、本日、公表され

たものでございます。 

 新たな想定結果は、お手元の表の一番下の行に記載の相模トラフを震源とする

津波となりますが、具体的な数値といたしましては 14.5 メートルの津波がおよ

そ 10 分で到達するという予測で、これまでの第１波の最短到達時間と最大波高

をあわせ持ったような状況となってございます。 

 防災安全部としての当面の対応といたしましては、各部門別の計画や事業に対

しまして、地域防災計画で示されております「津波に強いまちづくり」を目指し

た具体的な取り組みをさらに徹底して要請するとともに、浸水予測図を踏まえた

神奈川県の施策をにらみながら、津波ハザードマップの改訂について検討を開始

したいと考えております。 

 また、午前中の報告で触れさせていただきました津波避難計画における避難の

精度向上、あるいは避難時間の短縮に向けた取り組みを地域と連携しながら進め

てまいります。 

 以上で報告を終わります。 

 

○ 岡田 委員長  ただいまの報告に御質疑がある委員はいらっしゃいますか。 

 

◆ 松中 委員  これを見てまず驚くのは、私は坂の下のブールは即閉鎖すべき

だと思う。それだけ言っておきます。こんな数字が出て、一番最初に来るのはあ

そこですよ、鎌倉のここにおいて。そこにプールを、大丈夫だ大丈夫だと、何で

やめたんだという注意を広めるためにも、これは即やめたほうがいい。それだけ

言っておきます。 



◆ 保坂 委員  今回、首都直下地震、相模トラフ西側のケースということで出

されたということで、今回出されたのは相模トラフで、非常に近いところを震源

としている地震の想定ということで、短い時間に大きな津波が来るというところ

なんですけれども、これは出されたのは相模トラフの西側だけなんでしょうか。

より鎌倉に近いところになるんですか。これが西側が近いというところなんでし

ょうか。要するに、聞きたいのは一つのケース、パターンだけが示されたんでし

ょうか、首都直下で、今回は。 

 

◎ 長崎 防災安全部次長  この検討部会では、こちらの表の前に記載しており

ます、例えば南関東であるとか、明応、慶長、その辺も含めまして、総合的に想

定を行っております。 

 今回、報告させていただきました相模トラフ西側というのは、鎌倉に一番大き

い影響のある、数字的に 14.5メートル、あるいは最短の到達時間が 10分という

形、首都直下に影響される地震につきましても、相模トラフの今回は西側という

形でお示ししておりますけれども、もう一つ、相模トラフの中央という断層モデ

ルもあわせて公表されております。ただ、こちらにつきましては、鎌倉市への影

響が数値的には西側よりも低いといった現状でございます。 

 

○ 中澤 副委員長  松中委員と同じなんですけれども、ここにある保育園二つ、

材木座と稲瀬川は即刻移さないと、どうにもならないんです。由比ガ浜の新園も

本当にこれでいいのということをもう一回考えないと、これだけのことが出てい

ながら、由比ガ浜をずっと進めてきた僕ですけれども、だけれども、もう一回建

物のあり方というものを考えないと、どうにもならないと思いますので、そのこ

とだけは申し上げておきます。 

 

○ 岡田 委員長  先ほど 14のところを見たら 10分ということで、今までは 14

のところを見たら 80分だったのが 10分ということは、気づいたらすぐ来ている

なという感じぐらいなんで、私は施策を邪魔しようと思っていませんけれども、

あそこの、今言われている旧図書館とあそこのところ、１階にできるできないは

わかりませんけれども、１階に子どもの家、上がオフィス、きちっと考えたほう

がいいんじゃないかと思っています。いろいろあると思いますけれども、皆さん

がたたかれ役になるかと思うんですけれども、きちっとほかのセクションにもこ

ういうことだよということで、御周知いただければありがたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 


